
宇津木台 森遊会 「臨時活動」 

実施報告 

実施日 

場 所 

2012年 6月 3日（日）10:00～12:15 

宇津木台緑地（八王子市久保山町２－１） 

天候：曇り 

のち晴れ 

記録：金森 

参加者 参加者：７名（男性４名、女性３名）後藤、鈴木（健）、原田、吉川、秋田、 

                              腰越、衣川 

インストラクター：金森 

実施内容 

 活動２年目第２回活動（５月２７日）と第３回活動（６月２４日）の間に臨時の活動を行った。

オリンパス技術開発センター宇津木駐車場に１０時に集合。予報は雨であったが晴れると確信。 

 第２回活動で焼いた炭を取り出す。備品置き場からスコップを持ち出し、蚊取り線香を装備して

準備万端、炭を保存するダンボール箱を持って緑地へ向かう。 

 炭焼きの際に参加できなかったメンバーのために、概略を説明して早速掘り出す。土を２０セン

チ程掘るとトタン板が姿を現した。トタンをめくると落ち葉に続いて竹炭が姿を現す。部分的に焼

けていないものがあったが、炭になったものは約５割、さらに良質のものを選別する。上質１割、

中質２割、その他３割といったところで大成功であった。上質・中質を前に記念写真を撮る。 

 各自、気に入った炭を持ち帰る。上質は、次回以降の参加者に配布する。中質・その他は活動の

焚き火や、料理に使用する。特に、冬場の活動で七輪は欠かせないのでこの竹炭はありがたい。 

炭焼きに利用した緑地は元の状態に戻した。道具を洗って、１２時を過ぎたところで解散した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡事項 

・怪我、ヒヤリハットはなし。 

・ゴミを入れたボランティア袋はなし。 

・次回は、６月２４日（日）、市民企画事業“宇津木の森再生プロジェクト２０１２”の第１回目

として笹刈りと森林散策（森の見方と動植物の観察）を予定する。 

 

No.2012-02r  

    

緑地は元通りに戻す         これで全部、歩留まり５割       質の良いものを選別する      上質・中質を前に記念撮影 

    

一週間経って大きな変化はない  早速掘り起こす             トタン板をめくると炭が現れる    とりあえず全て回収する 


